
アンケート集計 

『虐待防止を学ぶ研修』 

 
（ ６７人回答） 

１ 所属 

介護老人福祉施設 （ １９ ）人  介護老人保健施設 （  ６ ）人 

通所系サービス事業所 （ １２ ）人 グループホーム （  ０ ）人 

訪問介護事業所 （  １ ）人 有料老人ホーム （  ４ ）人 

小規模多機能型居宅介護 （  ３ ）人 介護療養型医療施設 （  ６ ）人 

障害者支援施設等 （  ２ ）人 児童福祉施設等 （  ０ ）人 

福祉系学校 （  １ ）人 病院 （  ４ ）人 

その他 （  ８ ）人 無記入 （  １ ）人 

 

２ 職種（複数回答） 

介護職員 （ ５４ ）人  介護支援専門員 （  ４ ）人 

生活相談員/支援相談員 （  ６ ）人 ホームヘルパー （  １ ）人 

看護師 （  ４ ）人 管理者 （  ４ ）人 

医療系職種 （  ０ ）人 その他 （  ２ ）人 

無記入 （  ０ ）人     

 

３ 本日の研修はいかがでしたか。   

大変参考になった （ ３４ ）人  参考になった （ ２７ ）人 

期待したほどではなかった （  ５ ）人  無記入 （  １ ）人 

 

４ 感想 

・法律家による話しは初めてなのでとても勉強になった。 

・虐待防止と身体拘束との関連性を改めて学ぶ事ができた。職場に帰りスタッフと共有したい。 

・大変分かりやすく勉強になった。 

・具体的な話しがあり又聞きたい。 

・マニュアルの参考すべき所などとても勉強になった。 

・虐待についての防止策を施設や個人がどのように学習したらいいのか理解できた。 

・施設での委員会の取り組み方や行うべき事などを教えていきたい。 

・スピーチロックの件についての重要性。 

・法律の専門家の意見が聞け、いい勉強になりました。 

・虐待・身体拘束も含め施設内でのスタッフとのコミュニケーションの重要性。 

・虐待の定義の再確認、虐待の早期発見、一人で抱え込まないように対応したい。 

・虐待を知ることで防止につながると思いました。 



・他の現場における予防と対策はわかりやすく、自分の施設でも実践できる。 

・虐待が発生した際にどんな法的な責任を負わなければならないのかわかりました。 

・日頃の記録物の重要性を改めて再確認できた。 

・不適切なケアの早期に気付き、個人だけでなくチーム全体で取り組み、改善・予防に努めていきた

い。 

・今までとは違う虐待研修だった。 

・虐待となった時の民事責任や刑事責任など法的なことを考えることはなかったが、一つの知識とし

て勉強になった。 

・虐待に関した職場でのルール決めの大切さや内部での情報の共有等が重要であることが勉強になっ

た。 

・虐待防止委員会で取り組んでいく重要性、各部署や会社である一定のルール作りは大切だと思った。 

・トラブルを防ぐためにも日頃からご利用者とご家族とのコミュニケーションをしっかりとる。 

・自分の言動に一層気を付けようと思った。 

・ＴＶなどで介護士による虐待が多くみられるようになって、今一度介護士とは、虐待とは、尊厳と

はと考えるよう心掛けを行おうと思いました。 

・問題に対して様々な選択肢や引き出しを持つことが大切であることが分かった。 

・虐待と犯罪の関係を詳しく説明がありとても参考になった。 

・最近よくＴＶのニュースで施設職員による虐待の事件をよく見るので、とても参考になった。おす

すめのＱ＆Ａ等ももっと知りたい。 

・チェックリストは現場での活用ができそう。 

・今後も利用者には、安心して過ごして頂けるよう本人の尊厳を守れる職員になりたい。 

・現在現場で虐待にあてはまる行為、（スピーチロック・センサーマット）など今一度見直す必要性

を考えさせられ勉強になりました。 

・定義や分類の仕方など勉強になった。知識のみでなく細かく参考文献なども紹介していただき、自

分で学ぶ事ができた。考え方や組織のシステム作りなどしっかり活かしていきたい。 

・虐待の認定には本来客観的事実で行うが、グレーゾーンの場合、利用者本人、虐待を行ったとおも

われる職員、周りの職員等の状況や主観的な思いも考慮しなければいけないと言う話が参考になっ

た。 

 


